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＜通所者様外来情報＞

･赤坂　　順市様～採血の結果報告。前回に比べるとかなり悪化している事を説明。(前回2004年1月)

(肝機能の悪化、高血糖、中性脂肪の高値など)

体重110.5Kgと自己申告。減量及び、甘い物、油分など、高カロリ－の食品は控えるようにと指導ある。来月、再検予定とし改善無い時は内服薬の処方も検討する事を説明。

・古館　ヨリ様～エアロビクスなどの運動をしているせいか、腰痛があると話している為、湿布薬処方。激しい運動よりもウォ－キングを勧められている。食事療法も守るよう指導がある。

・上久保　善郎様～青山荘スタッフ同伴。今まで、毎週金曜日に生活訓練として外出や料理などの指導をしてきたが、ご本人が八戸市内にも慣れ、技術も上がったので8月からはデイケア通所を月～金の週5回とし、生活訓練は土・日に行う事にしたいと担当医に相談し、許可がでている。

・大久保　康弘様～頭のモヤモヤもとれてすっきりしてきたとの事。他、変わりないと話している。

・松永　勘五郎様～蕎麦は6食打っているとの事。本日も幕の内弁当を買って食べるとの事。睡眠、食欲問題ないの事だが、聞かれた事に返事をしているだけで自ら話すことはない。

· 佐藤　朗子様～仕事には大分慣れ、自分に合っている、盆休みはないと思うと話している。

　　　　　　　　　「社会適応訓練期間延長に関する主治医意見書」を持ってこられている。

　　　　　　　　　時間は、３時間から４時間になったとの事。事業所に行く時間も10時から9時になり早く起きなければならなくなったとの事。

＜外来患者様情報＞

	麦沢　守様
　
　
　
　
	7月13日退院後、初外来。症状は安定しているとの事。仕事は、まだ休んでいるが
体力的にキツイ為、今後どうすればよいか良いかと相談される。もう少し、楽な仕事
でも良いのではないか、青明舎にも相談してみるよう説明あり。関係機関に情報
提供している。



	坂本　幸吉様
　
　
	アルツハイマ－型認知症の方。最近、妻に対しての粗暴行為が周期的にあるとの事。
服薬調整するが、改善みられない時は入院し環境を変えてみる事も必要と説明。



	野田頭　真由美様
　
　
	「電波が強すぎて、脳が引きつけられる感じがする。悪戯をされている。」「心臓に
目がたくさんついている。」と言う発言があり、向精神薬増薬。


	引木　由美子様
　
　
　
	本日、受診の予定としていたが来院せず、電話連絡している。ご本人が電話に
出られるが「今日の受診は無理になりました」と話される。次、受診出来る日を確認
するが「10時30分です。はい、どうも。」と言って切られている。


	小田桐　譲様
　
　
	父同伴で受診。イライラする事はなく、飲酒したり物を壊す事もないとの事。
抗酒剤を希望し継続処方している。












